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NPONPONPONPO 法人法人法人法人手仕事工房そら手仕事工房そら手仕事工房そら手仕事工房そら×県立真岡女子高等学校県立真岡女子高等学校県立真岡女子高等学校県立真岡女子高等学校××××真岡真岡真岡真岡市立図書館市立図書館市立図書館市立図書館 

NPONPONPONPO 法人法人法人法人 CCVCCVCCVCCV×((((株株株株))))鹿沼鹿沼鹿沼鹿沼自動車教習所自動車教習所自動車教習所自動車教習所 

下野市下野市下野市下野市ウインター活性化推進協議会ウインター活性化推進協議会ウインター活性化推進協議会ウインター活性化推進協議会×((((一財一財一財一財))))グリムの里いしばしグリムの里いしばしグリムの里いしばしグリムの里いしばし 

栃木県では、NPO・ボランティア団体と企業、大学、公益(一般)

社団(財団)法人、社会福祉法人、コミュニティ団体等が地域の課題

を解決するため、それぞれの特性を生かしながら協働して取り組

む社会貢献活動を平成 29 年度から「輝く“とちぎ”づくり表彰

(栃木県知事賞)」として表彰しています。 

教習所入所前か

ら卒業後、就労まで

を切れ目なく支援

しており、全国ネッ

トワークの形成を

目指していきます。 

ボランティア団

体を立ち上げ、イル

ミネーションを中

心とした各種イベ

ントを毎年開催し、

今年は10回目を迎

えます。 

障害者への理解

促進と権利向上の

ため、夏休みや障害

者週間にイベント

を実施し、交流の輪

が広がっています。 

イルミネーションを中心とした子どもたちの健全育成及び地域イルミネーションを中心とした子どもたちの健全育成及び地域イルミネーションを中心とした子どもたちの健全育成及び地域イルミネーションを中心とした子どもたちの健全育成及び地域活性化活性化活性化活性化

図書館図書館図書館図書館プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト

発達障害発達障害発達障害発達障害やややや軽度知的障害のある方軽度知的障害のある方軽度知的障害のある方軽度知的障害のある方の運転の運転の運転の運転免許取得支援免許取得支援免許取得支援免許取得支援    

共助共助共助共助社会とは？社会とは？社会とは？社会とは？    

個人の多様な価値観や意見が尊重されな 

がら、新たな「つながり」が構築され、全 

員で作り上げていく社会。 

 

協働協働協働協働とはとはとはとは？？？？    

地域社会の多様な構成員が、地域におけ 

る課題解決のために、対等の立場で、互い 

の違いを認め補い合い、目的を共有しなが 

ら、連携・協力していくこと。 

を開催しました 

川根振興協議会は、地区の過疎化に危機感

をもった住民が、一丸となって立ち上げた自

治組織です。「自分たちのことは自分たちで」

という思いに基づき、農協閉店後の店舗とガ

ソリンスタンドを譲り受けて営業を継続した

り、廃校となった中学校を利用したエコミュ

ージアムで飲食と宿泊サービスを提供するな

ど、行政との役割分担・協働により、「攻め」

の姿勢で取組みを進めています。 

「協働のまちづくり」を推進するためには、

自分たちで地域の知恵を吸い上げて、それを

内発的な動きの刺激にすることで、これから

も誇りと夢の持てる地域づくりのバトンをつ

ないでいくことが重要だと講演を締めくくり

ました。 

講師講師講師講師：：：：広島県安芸高田市広島県安芸高田市広島県安芸高田市広島県安芸高田市    川根振興協議会川根振興協議会川根振興協議会川根振興協議会    

会長会長会長会長    辻駒健二辻駒健二辻駒健二辻駒健二氏氏氏氏    
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ダイバーシティや

ソーシャルビジネス

の観点から社会課題

の解決に取り組む企

業や、協働により食

料支援を行うＮＰＯ

の取組事例を通して

企業と社会との新た

な協働の可能性を考

えました。 

発表者による事例報告を通じて、協働の取組みの成果を参加者で

共有するとともに、コーディネーターを交えて、テーマごとに協働

の課題や可能性、今後の取組み等について話し合いました。 

地域で活動する高

校生の協働事例、県が

委嘱している地域協

働推進員の取組事例

を通じて、未来を担う

人を育む協働につい

て考えました。 

 輝く“とちぎ”づ

くり表彰の各受賞団

体からの工夫を凝ら

した取組紹介を通じ

て、協働による地域

の課題解決について

考えました。 

        「未来「未来「未来「未来を担う人を育む協働を担う人を育む協働を担う人を育む協働を担う人を育む協働」」」」    

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター：：：：（一社）とちぎ市民協働研究会代表理事（一社）とちぎ市民協働研究会代表理事（一社）とちぎ市民協働研究会代表理事（一社）とちぎ市民協働研究会代表理事    廣瀬隆人氏廣瀬隆人氏廣瀬隆人氏廣瀬隆人氏    

第２第２第２第２分科会分科会分科会分科会    

        「輝く「輝く「輝く「輝く“とちぎとちぎとちぎとちぎ”ををををつくる協働つくる協働つくる協働つくる協働」」」」    

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター：帝京大学教授：帝京大学教授：帝京大学教授：帝京大学教授    内貴内貴内貴内貴滋氏滋氏滋氏滋氏    

第３第３第３第３分科会分科会分科会分科会    

        「「「「企業と社会の新たな協働企業と社会の新たな協働企業と社会の新たな協働企業と社会の新たな協働」」」」    

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター：白鷗大学教授：白鷗大学教授：白鷗大学教授：白鷗大学教授    児玉児玉児玉児玉博昭氏博昭氏博昭氏博昭氏    

第１第１第１第１分科会分科会分科会分科会    

 ３分科会からの報告と全体まとめ 

    ～協働で新たな価値の創造を～ 

講師講師講師講師：とちぎボランティアＮＰＯセンター：とちぎボランティアＮＰＯセンター：とちぎボランティアＮＰＯセンター：とちぎボランティアＮＰＯセンター    

            所長所長所長所長    三橋三橋三橋三橋伸夫伸夫伸夫伸夫氏氏氏氏    

 地域の持続性を保つためには、企業やＮ

ＰＯ、地域、行政等の様々な主体は、どの

ように協働していくべきでしょうか。企業

がビジネスチャンスとして社会性を模索す

ることや、ＮＰＯが団体の持続性を確かな

ものにするために事業性をもつこと、地域

においても、コミュニティビジネスのよう

な収益性のある取組みを考えていくことが

必要です。単に課題解決のための協働だけ

でなく、様々な主体がそれぞれの強みを活

かしつつ、協働によって新しい価値を創造

することを目指していくべきであり、オー

ル栃木体制で協働の推進が求められていま

す。 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３３３３    
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とちぎ協働アドバイザーの方に｢協働｣について寄稿いただくとともに、協働事例を紹介します。 

民

間

民

間

民

間

民

間

レ

ベ

ル

の

レ

ベ

ル

の

レ

ベ

ル

の

レ

ベ

ル

の

災

害

時

支

援

災

害

時

支

援

災

害

時

支

援

災

害

時

支

援

体

制

体

制

体

制

体

制

のののの

構

築

構

築

構

築

構

築    

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

で

日

ご

ろ

か

ら

顔

の

見

え

る

関

係

づ

く

り 

協働ちょっといい話  

    
Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

く

ま

の

木

里

の

暮

ら

し

は

、

次

世

代

に

つ

な

が

る

魅

力

あ

る

地

域

づ

く

り

に

寄

与

す

る

こ

と

を

ミ

ッ

シ

ョ

ン

と

し

て

、

塩

谷

町

に

あ

る

宿

泊

型

体

験

交

流

施

設

、

星

ふ

る

学

校

「

く

ま

の

木

」

の

管

理

運

営

を

中

心

に

、

農

山

村

地

域

の

振

興

に

か

か

わ

る

事

業

を

展

開

し

て

い

ま

す

。

廃

校

活

用

の

施

設

と

し

て

注

目

さ

れ

る

こ

と

が

多

い

の

で

す

が

、

町

内

の

子

ど

も

た

ち

を

対

象

と

し

た

事

業

や

里

山

保

全

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

、

水

田

周

り

を

生

き

も

の

に

ぎ

わ

う

フ

ィ

ー

ル

ド

と

し

て

保

全

す

る

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

な

ど

に

も

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

こ

れ

ら

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

は

基

本

的

に

地

域

内

外

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

主

体

で

展

開

し

て

い

ま

す

。

地

域

の

資

源

を

活

用

す

る

取

組

み

に

は

、

地

域

の

関

係

者

と

の

〝

協

働

〟

が

必

須

で

す

。

協

議

会

の

よ

う

な

ス

タ

イ

ル

は

と

っ

て

い

ま

せ

ん

が

、

例

え

ば

里

山

保

全

で

あ

れ

ば

、

言

う

ま

で

も

な

く

地

主

さ

ん

や

行

政

機

関

な

ど

と

の

〝

協

働

〟

が

活

動

の

ベ

ー

ス

と

な

っ

て

い

ま

す

。 

「

企

業

と

Ｎ

Ｐ

Ｏ

と

の

協

働

」

と

い

う

こ

と

に

興

味

の

あ

る

方

も

い

ら

っ

し

ゃ

る

か

と

思

い

ま

す

。

水

田

周

り

の

環

境

保

全

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

は

、

あ

る

企

業

と

の

コ

ラ

ボ

レ

ー

シ

ョ

ン

で

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た

。

 

    

ど

の

よ

う

に

つ

な

が

っ

た

の

で

す

か

、

と

〝

は

じ

め

の

一

歩

〟

部

分

に

つ

い

て

よ

く

聞

か

れ

る

の

で

す

が

、

こ

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

の

場

合

は

、

く

ま

の

木

に

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

と

し

て

か

か

わ

っ

て

い

た

だ

い

て

い

た

方

が

、

た

ま

た

ま

そ

の

企

業

の

社

員

だ

っ

た

と

い

う

の

が

始

ま

り

で

、

そ

こ

か

ら

情

報

を

い

た

だ

い

て

コ

ラ

ボ

レ

ー

シ

ョ

ン

に

至

り

ま

し

た

。

平

成

23

年

か

ら

５

年

間

実

施

し

て

き

た

こ

の

取

組

み

は

、

企

業

側

の

方

向

性

の

見

直

し

に

伴

い

、

現

在

は

終

了

し

て

い

ま

す

。

た

だ

、

協

働

の

枠

組

み

は

外

れ

て

も

、

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

活

動

自

体

は

ず

っ

と

一

緒

に

や

っ

て

き

た

当

該

企

業

の

社

員

さ

ん

や

そ

の

ご

家

族

の

方

々

と

と

も

に

続

い

て

い

ま

す

。

は

じ

ま

り

も

、

そ

し

て

、

一

定

の

枠

組

み

を

終

了

し

て

も

継

続

し

て

い

る

現

状

も

、

ど

ち

ら

も

人

の

つ

な

が

り

の

力

だ

な

ぁ

と

し

み

じ

み

感

じ

ま

す

。

〝

協

働

〟

で

目

的

に

向

か

っ

て

い

く

道

の

り

で

つ

な

が

り

が

育

っ

て

い

き

、

そ

れ

が

ま

た

力

に

な

る

―

そ

ん

な

試

み

を

謙

虚

に

フ

ラ

ッ

ト

に

楽

し

み

た

い

と

思

っ

て

い

ま

す

。

 

     

一

般

社

団

法

人

栃

木

青

年

会

議

所

、

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

ハ

イ

ジ

（

と

ち

ぎ

市

民

活

動

推

進

セ

ン

タ

ー

「

く

ら

ら

」

）

、

社

会

福

祉

法

人

栃

木

市

社

会

福

祉

協

議

会

の

三

者

に

よ

る

、

災

害

時

の

協

働

の

取

組

み

に

つ

い

て

、

「

く

ら

ら

」

に

お

話

を

伺

い

ま

し

た

。

 

    

東

日

本

東

日

本

東

日

本

東

日

本

大大大大

震

災

震

災

震

災

震

災

を

き

っ

か

け

に

を

き

っ

か

け

に

を

き

っ

か

け

に

を

き

っ

か

け

に    

     

東

日

本

大

震

災

で

の

避

難

所

運

営

を

き

っ

か

け

に

、

栃

木

市

及

び

右

記

三

者

、

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

団

体

の

五

者

に

よ

り

、

平

成

23

、

24

年

度

、

栃

木

県

の

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

事

業

に

取

り

組

み

ま

し

た

。

事

業

で

は

、

図

上

訓

練

や

避

難

所

運

営

の

シ

ミ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

、

「

災

害

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

セ

ン

タ

ー

設

置

運

営

マ

ニ

ュ

ア

ル

」

の

作

成

等

を

行

う

こ

と

に

よ

り

、

地

域

の

問

題

点

を

整

理

し

、

支

援

体

制

を

明

確

に

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。 
 

協

定

協

定

協

定

協

定

にににに

よ

る

よ

る

よ

る

よ

る

独

自

独

自

独

自

独

自

のののの

仕

組

仕

組

仕

組

仕

組

みみみみ 
  

平

成

27

年

８

月

に

は

、

災

害

時

に

災

害

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

セ

ン

タ

ー

等

を

迅

速

か

つ

効

果

的

に

開

設

運

営

で

き

る

よ

う

、

三

者

に

よ

り

「

災

害

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

の

支

援

に

関

す

る

協

定

」

を

締

結

し

、

独

自

に

「

災

害

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

支

援

セ

ン

タ

ー

」

を

立

ち

上

げ

ら

れ

る

仕

組

み

を

作

り

ま

し

た

。 
    

関

東

関

東

関

東

関

東

・・・・

東

北

豪

雨

災

害

東

北

豪

雨

災

害

東

北

豪

雨

災

害

東

北

豪

雨

災

害

のののの

発

生

発

生

発

生

発

生    

  

そ

の

後

９

月

に

は

、

関

東

・

東

北

豪

雨

災

害

に

よ

り

、

栃

木

市

内

で

も

約 

 

三

千

棟

の

建

物

の

浸

水

被

害

、

道

路

や

河

川

被

害

等

、

甚

大

な

被

害

が

発

生

し

、

多

く

の

方

々

が

避

難

所

で

の

生

活

を

余

儀

な

く

さ

れ

ま

し

た

が

、

県

内

外

か

ら

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

受

入

れ

対

応

に

際

し

て

、

前

述

の

マ

ニ

ュ

ア

ル

や

協

定

等

を

十

分

に

活

か

す

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

    

 

顔顔顔顔

のののの

見見見見

え

る

え

る

え

る

え

る

関

係

関

係

関

係

関

係

づ

く

り

づ

く

り

づ

く

り

づ

く

り    

  

ノ

ウ

ハ

ウ

を

継

続

す

る

た

め

に

、

平

常

時

か

ら

研

修

会

等

を

実

施

し

、

日

ご

ろ

か

ら

顔

の

見

え

る

関

係

づ

く

り

に

努

め

て

い

ま

す

。 
 

今

後

は

、

「

自

分

の

命

は

自

分

で

守

る

」

防

災

意

識

を

さ

ら

に

広

め

、

高

齢

者

や

乳

幼

児

、

外

国

人

、

障

害

者

な

ど

の

災

害

弱

者

へ

の

き

め

細

か

な

対

応

な

ど

、

連

携

を

さ

ら

に

深

め

て

い

き

た

い

と

考

え

て

い

ま

す

。 
 

 例 紹 介 事 

●問合せ：NPO 法人 くまの木里の暮らし 住所：塩谷郡塩谷町大字熊ノ木 802 TEL：0287-45-0061 

●問合せ：とちぎ市民活動推進センター くらら 住所：栃木市境町 19-3 TEL：0282-20-7131 

研修会の様子 

 

地

域

地

域

地

域

地

域

と

も

と

も

と

も

と

も

企

業

企

業

企

業

企

業

と

も

と

も

と

も

と

も

自

然

自

然

自

然

自

然

体体体体

でででで    

と

ち

ぎ

協

働

ア

ド

バ

イ

ザ

ー

 
 

(

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

く

ま

の

木

里

の

暮

ら

し 

事

務

局

長)
 

加

納

 

麻

紀

子
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

県 内 で 活 躍 す る 人 や Ｎ Ｐ Ｏ の 取 組 み を 紹 介 し ま す 。 

ど

ろ

ぶ

メ

ー

プ

ル

会

＆

日

光

茅

ボ

ッ

チ

の

会

 

森森森森

のののの

恵恵恵恵

みみみみ    

メ

ー

プ

ル

シ

ロ

ッ

プ

メ

ー

プ

ル

シ

ロ

ッ

プ

メ

ー

プ

ル

シ

ロ

ッ

プ

メ

ー

プ

ル

シ

ロ

ッ

プ

「「「「

雪雪雪雪

のののの

華華華華

」」」」

がががが

生生生生

ま

れ

る

ま

で

ま

れ

る

ま

で

ま

れ

る

ま

で

ま

れ

る

ま

で    

    

夢夢夢夢

を

カ

タ

チ

に

を

カ

タ

チ

に

を

カ

タ

チ

に

を

カ

タ

チ

に

す

る

す

る

す

る

す

る

社

会

複

社

会

複

社

会

複

社

会

複

業

家

業

家

業

家

業

家

Ｍ

ａ

ｋ

ａ

ｎ

ａ

食

堂

 

菊

地

 

敦

子

さ

ん

 

キ ラ っ と ち ぎ 人  

日

光

市

の

旧

栗

山

村

地

区

土

呂

部

に

は

、
「

カ

ッ

パ

（

茅

場

）

」

と

呼

ば

れ

る

美

し

い

草

原

が

あ

る

。

古

く

か

ら

人

々

は

カ

ッ

パ

に

生

え

る

草

を

生

活

に

利

用

し

て

き

た

。

秋

に

は

、

刈

っ

た

草

を

乾

燥

さ

せ

て

冬

場

の

牛

の

飼

料

に

す

る

た

め

、

「

茅

ボ

ッ

チ

」

が

一

面

に

立

ち

並

ぶ

風

景

が

見

ら

れ

る

。

し

か

し

、

最

近

は

高

齢

化

で

、

牛

を

飼

う

人

や

草

刈

り

を

す

る

人

が

少

な

く

な

り

、

こ

の

ま

ま

で

は

、

木

が

生

え

て

森

に

な

り

、

貴

重

な

草

花

が

絶

え

て

し

ま

う

。

そ

ん

な

危

機

感

か

ら

、

「

日

光

茅

ボ

ッ

チ

の

会

（

代

表

：

飯

村

孝

文

さ

ん

）

」

は

、

草

原

を

守

り

、

茅

ボ

ッ

チ

の

あ

る

風

景

を

残

す

た

め

の

様

々

な

活

動

を

行

っ

て

い

る

。

ま

た

、

限

界

集

落

の

土

呂

部

の

振

興

を

図

る

た

め

、

地

元

有

志

グ

ル

ー

プ

「

ど

ろ

ぶ

」

も

様

々

な

取

組

み

を

進

め

て

い

る

。 

 

そ

し

て

、

平

成

29

年

、

６

名

の

お

母

さ

ん

た

ち

と

「

日

光

茅

ボ

ッ

チ

の

会

」

に

よ

る

「

ど

ろ

ぶ

メ

ー

プ

ル

会

（

代

表

：

山

口

ウ

メ

子

さ

ん

）

」

が

発

足

し

、

冬

場

の

活

性

化

策

と

し

て

、

飯

村

さ

ん

が

元

々

趣

味

で

行

っ

て

い

た

メ

ー

プ

ル

シ

ロ

ッ

プ

づ

く

り

を

商

品

化

す

る

取

組

み

が

始

ま

っ

た

。 

 

１

月

下

旬

～

２

月

上

旬

、

25

本

の

カ

エ

デ

の

木

に

ド

リ

ル

で

12

ミ

リ

の

穴

を

開

け

、

ス

パ

イ

ル

と

い

う

道

具

を

挿

し

、

ホ

ー

ス

で

容

量

20

リ

ッ

ト

ル

の

ポ

リ

タ

ン

ク

と

繋

い

だ

。

滴

り

落

ち

る

樹

液

は

、

晴

れ

た

日

に

は 

１

～

２

日

で

タ

ン

ク

い

っ

ぱ

い

に

な

っ

た

。

３

月

末

ま

で

、

ソ

リ

に

タ

ン

ク

を

乗

せ

て

回

収

し

、

薪

ス

ト

ー

ブ

に

大

鍋

を

か

け

て

40

～

50

分

の

１

に

ま

で

煮

詰

め

、

最

後

は

ガ

ス

コ

ン

ロ

で

調

整

し

て

仕

上

げ

る

。

糖

度

60

％

、

完

全

な

商

品

化

ま

で

に

は

３

日

か

か

る

。 

時

に

は

ダ

イ

ア

モ

ン

ド

ダ

ス

ト

も

見

ら

れ

る

と

い

う

厳

寒

の

中

、

樹

液

が

凍

る

こ

と

も

あ

り

、

屋

外

で

の

作

業

は

困

難

を

極

め

る

。

煮

詰

め

る

作

業

の

た

め

の

小

屋

が

欲

し

い

と

い

う

の

が

、

現

在

の

願

い

だ

。 

 

１

年

目

の

商

品

２

６

０

個

は

好

評

で

、

早

々

に

完

売

と

な

っ

た

。

今

冬

に

向

け

て

、

お

母

さ

ん

た

ち

は

夏

場

か

ら

薪

集

め

に

奔

走

し

た

。

「

こ

こ

に

来

て

も

ら

っ

て

、

手

に

取

っ

て

も

ら

う

こ

と

が

ね

ら

い

。

」

と

笑

顔

を

見

せ

る

。

琥

珀

色

の

小

さ

な

宝

物

「

雪

の

華

」

は

、

２

年

目

の

冬

を

迎

え

る

。 

栃

木

県

で

「

こ

ど

も

食

堂

」

の

先

駆

け

と

し

て

知

ら

れ

る

「

Ｍ

ａ

ｋ

ａ

ｎ

ａ

食

堂

」

は

、

フ

リ

ー

ラ

ン

ス

の

フ

ァ

シ

リ

テ

ー

タ

ー

菊

地

敦

子

さ

ん

（

通

称

：

き

く

あ

つ

さ

ん

）

が

運

営

し

て

い

る

。

自

分

が

楽

し

く

、

母

親

の

手

助

け

と

な

る

何

か

新

し

い

こ

と

を

や

ろ

う

と

し

た

こ

と

が

そ

の

動

機

だ

。

 

 

食

堂

の

場

所

と

の

出

会

い

は

、

平

成

24

年

の

全

国

商

店

街

活

性

化

支

援

事

業

で

の

、

上

三

川

町

城

址

公

園

通

り

商

店

会

と

の

関

わ

り

に

あ

る

。

き

く

あ

つ

さ

ん

は

、

こ

の

事

業

に

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

兼

フ

ァ

シ

リ

テ

ー

タ

ー

と

し

て

参

画

。

事

業

で

知

り

合

っ

た

方

か

ら

家

屋

を

借

り

、

「

上

三

川

の

い

え

」

を

開

所

し

た

。

 

こ

の

「

い

え

」

と

、

自

身

の

学

童

保

育

臨

時

指

導

員

の

時

か

ら

考

え

続

け

た

「

自

分

・

親

・

子

」

の

関

係

性

と

、

「

娘

を

預

け

る

学

童

保

育

の

場

を

作

り

た

い

」

と

い

う

方

と

の

出

会

い

に

よ

り

生

ま

れ

た

の

が

、

現

在

の

食

堂

で

あ

る

。

食

の

提

供

だ

け

で

な

く

、

会

話

を

通

し

親

子

と

他

者

と

の

人

間

関

係

や

つ

な

が

り

を

豊

か

に

し

、

気

楽

な

子

育

て

を

応

援

し

た

い

と

い

う

願

い

を

実

現

し

て

い

る

。

 

ま

た

、

「

生

き

生

き

し

た

女

性

を

増

や

し

た

い

」

と

、

「

子

ど

も

未

来

応

援

基

金

」

の

助

成

金

に

応

募

し

、

女

性

の

自

立

を

応

援

す

る

連

続

講

座

「

月

３

万

円

ビ

ジ

ネ

ス

」

を

平

成

30

年

３

月

か

ら

開

講

予

定

。

 

さ

ら

に

、

本

業

を

活

か

し

、

日

ご

ろ

の

悩

み

や

将

来

の

こ

と

な

ど

を

自

由

に

語

り

合

う

、

大

人

の

秘

密

基

地

的

「

お

気

楽

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

」

（

毎

週

水

曜

日

19

時

～

）

を

ス

タ

ー

ト

し

て

い

る

。

互

い

に

刺

激

し

合

い

、

夢

の

実

現

に

向

け

て

の

整

理

や

手

助

け

を

で

き

た

ら

い

い

、

と

の

こ

と

。

ど

ん

な

に

弱

い

人

で

も

、

自

分

を

信

じ

「

や

っ

て

み

よ

う

」

と

気

楽

に

言

い

、

実

行

で

き

る

人

が

増

え

て

ほ

し

い

。

そ

れ

を

見

た

子

ど

も

が

「

こ

ん

な

働

き

方

を

し

た

い

」

と

思

え

る

よ

う

な

背

中

を

み

せ

ら

れ

る

大

人

を

増

や

し

た

い

、

と

活

動

を

続

け

る

。 

前

述

の

事

業

終

了

後

も

商

店

会

と

の

関

わ

り

は

続

き

、

商

店

会

主

催

イ

ベ

ン

ト

「

城

址

ナ

イ

ト

」

は

今

年

で

４

年

目

を

迎

え

る

。

昨

年

に

は

、

こ

の

イ

ベ

ン

ト

に

習

っ

た

商

工

会

主

催

「

い

き

い

き

ナ

イ

ト

」

も

始

ま

り

、

出

展

な

ど

で

参

加

し

て

い

る

。 

ア

イ

デ

ア

は

無

尽

蔵

で

、

そ

の

多

彩

な

ア

イ

デ

ア

と

、

次

々

と

実

現

し

て

い

く

行

動

力

か

ら

「

自

分

は

社

会

複

業

家

か

な

」

と

言

う

き

く

あ

つ

さ

ん

は

、

自

分

の

「

や

り

た

い

」

を

実

行

し

、

み

ん

な

の

「

楽

し

い

」

を

作

り

続

け

て

い

る

。

 

●問合せ：日光茅ボッチの会 飯村孝文 住所：日光市萩垣面 2440-270 TEL：0288-53-4384 

●問合せ：Ｍakana 食堂(上三川のいえ) 菊地敦子 住所：河内郡上三川町上三川 5067-12 TEL：090-3245-5243 

フ

ァ

シ

リ

テ

ー

タ

ー

：

人

々

の

活

動

が

容

易

に

で

き

る

よ

う

支

援

し

、

う

ま

く

こ

と

が

運

ぶ

よ

う

舵

取

り

の

役

割

を

担

う

人

。 

どろぶメープル会の皆さん 
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様

々

な

分

野

で

活

動

す

る

方

々

が

同

じ

テ

ー

マ

の

も

と

に

集

ま

り

、

ざ

っ

く

ば

ら

ん

に

話

し

合

い

、

互

い

の

つ

な

が

り

を

作

り

、

活

動

を

高

め

合

う

こ

と

を

目

的

と

し

た

「

ミ

ニ

サ

ロ

ン

」

は

３

年

目

を

迎

え

、

今

年

度

は

４

回

の

サ

ロ

ン

を

開

催

し

ま

し

た

。 

 

第

１

回

は

、

８

月

、

那

須

塩

原

市

の

林

の

中

に

立

つ

ア

ト

リ

エ

Ｍ

Ｏ

Ｄ

Ｏ

工

房

で

「

自

然

か

ら

も

ら

う

遊

び

の

ヒ

ン

ト

」

を

テ

ー

マ

に

、

白

鷗

大

学

粕

谷

圭

司

名

誉

教

授

の

司

会

進

行

の

も

と

、

粘

土

工

作

を

通

じ

た

体

験

交

流

を

行

い

ま

し

た

。

参

加

者

は

高

齢

者

福

祉

に

か

か

わ

る

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

の

方

、

障

害

福

祉

施

設

職

員

、

地

域

お

こ

し

協

力

隊

隊

員

、

夏

休

み

中

の

お

子

さ

ん

な

ど

様

々

。 

 

ま

ず

は

、

土

鈴

づ

く

り

と

皿

や

ペ

ン

皿

な

ど

自

由

な

作

品

づ

く

り

。

熱

心

に

取

り

組

み

な

が

ら

、

意

見

交

換

も

弾

み

ま

し

た

。

途

中

に

は

、

休

憩

を

は

さ

ん

で

情

報

交

換

。

自

己

紹

介

や

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

・

仕

事

・

日

頃

の

活

動

・

苦

労

話

。

他

団

体

の

活

動

に

目

を

輝

か

せ

る

な

ど

、

和

気

あ

い

あ

い

と

し

た

話

し

合

い

の

場

と

な

り

ま

し

た

。

そ

れ

も

、

光

と

風

の

溢

れ

る

ア

ト

リ

エ

の

お

陰

で

し

ょ

う

か

。 

個

性

的

な

作

品

が

出

来

上

が

り

、

サ

ロ

ン

は

終

了

。

作

品

が

十

分

に

乾

い

た

頃

に

絵

付

け

の

た

め

、

再

度

ア

 

 

ト

リ

エ

を

訪

れ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

参

加

者

と

ア

ト

リ

エ

が

交

流

を

継

続

し

、

地

域

で

つ

な

が

る

こ

と

も

目

的

の

一

つ

で

し

た

。

    

 

そ

の

後

、

地

域

お

こ

し

協

力

隊

の

方

が

何

度

か

粕

谷

氏

を

訪

ね

、

地

域

活

性

化

に

向

け

た

計

画

に

関

す

る

ア

ド

バ

イ

ス

を

求

め

る

な

ど

、

ア

ト

リ

エ

が

交

流

拠

点

に

な

り

つ

つ

あ

り

ま

す

。

ミ

ニ

サ

ロ

ン

を

き

っ

か

け

に

、

新

た

な

「

つ

な

が

り

」

が

生

ま

れ

、

活

動

の

広

が

り

が

期

待

さ

れ

ま

す

。 

 

 

平

成

29

年

11

月

30

日

、

12

月

１

日

の

２

日

間

、

日

光

市

に

お

い

て

、

約

千

名

の

参

加

の

も

と

に

標

記

サ

ミ

ッ

ト

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。 

 

本

サ

ミ

ッ

ト

は

、

小

学

校

区

や

町

内

会

、

自

治

会

な

ど

の

身

近

な

地

域

で

、

日

常

的

に

見

守

り

・

支

え

合

い

な

ど

「

互

助

」

の

活

動

に

取

り

組

む

人

々

が

つ

な

が

り

、

認

め

合

い

、

語

り

合

う

機

会

を

も

つ

こ

と

を

目

的

に

、

10

年

前

か

ら

全

国

で

開

催

さ

れ

て

い

ま

す

。 

 

初

日

は

、

関

西

学

院

大

学

の

牧

里

毎

治

名

誉

教

授

に

よ

る

基

調

講

演

を

は

じ

め

、

10

分

科

会

に

お

い

て

、
「

生

き

る

、

つ

な

が

る

、

つ

く

る

」

を

キ

ー

ワ

ー

ド

に

、

居

場

所

づ

く

り

や

地

域

防

災

、

福

祉

教

育

な

ど

、

幅

広

い

テ

ー

マ

に

つ

い

て

熱

い

話

し

合

い

が

行

わ

れ

ま

し

た

。 

 

翌

日

の

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

で

は

、

自

治

会

・

地

域

型

福

祉

Ｎ

Ｐ

Ｏ

・

個

人

の

取

組

み

３

事

例

が

発

表

さ

れ

、

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

の

牧

里

名

誉

教

授

か

ら

、

「

住

民

で

あ

る

こ

と

を

楽

し

み

、

自

分

に

自

信

を

持

つ

こ

と

が

誇

り

に

つ

な

が

り

、

誇

り

を

次

世

代

に

引

き

継

い

で

い

く

こ

と

が

重

要

。

」

と

の

言

葉

が

あ

り

ま

し

た

。 

 

10

分

科

会

の

ク

ロ

ー

ジ

ン

グ

ム

ー

ビ

ー

上

映

後

、

ス

マ

イ

ル

日

光

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

の

小

栗

卓

会

長

か

ら

、

「

活

動

の

先

に

達

成

感

、

喜

び

が

あ 

る

こ

と

。

そ

れ

を

地

域

に

伝

え

て

い

く

こ

と

が

、

誇

り

を

響

か

せ

る

こ

と

に

な

る

。

」

と

の

ま

と

め

が

あ

り

、

宝

珠

道

心

太

鼓

の

力

強

い

演

奏

を

バ

ッ

ク

に

、

書

道

家

の

涼

風

花

さ

ん

が

、

「

誇

響(

こ

き

ょ

う)

」

の

文

字

を

舞

台

上

で

大

き

く

表

現

し

、

会

場

か

ら

感

動

の

ど

よ

め

き

が

起

こ

り

ま

し

た

。 

 

最

後

に

、

次

回

開

催

地

の

大

阪

府

豊

中

市

に

フ

ラ

ッ

グ

が

引

き

継

が

れ

、

サ

ミ

ッ

ト

は

幕

を

閉

じ

ま

し

た

。

 

 

草

の

根

運

動

か

ら

始

ま

っ

た

本

サ

ミ

ッ

ト

が

、

さ

ら

に

多

方

面

に

周

知

さ

れ

、

熱

意

と

温

か

さ

に

溢

れ

る

活

動

の

輪

が

広

が

っ

て

い

く

こ

と

を

願

い

ま

す

。

（

黒

田

）

 

第第第第

11111111

回回回回

全

国

校

区

全

国

校

区

全

国

校

区

全

国

校

区

・・・・

小

地

域

福

祉

活

動

小

地

域

福

祉

活

動

小

地

域

福

祉

活

動

小

地

域

福

祉

活

動

サ

ミ

ッ

ト

サ

ミ

ッ

ト

サ

ミ

ッ

ト

サ

ミ

ッ

ト    
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ｉ

ｎ

ｉ

ｎ

    

Ｎ

Ｉ

Ｋ

Ｋ

Ｏ

Ｎ

Ｉ
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Ｋ
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Ｉ

Ｋ

Ｋ

Ｏ

Ｎ

Ｉ

Ｋ

Ｋ

Ｏ

にににに

参

加

参

加

参

加

参

加

し

て

し

て

し

て

し

て    

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

テ 

ー
 

マ 

別 

 

サ 

ロ 

ン 

●主催：第 11 回全国校区・小地域福祉活動サミット in NIKKO 実行委員会・日光市社会福祉協議会 

 共催：日光市・栃木県社会福祉協議会・栃木県共同募金会・宇都宮大学・小地域福祉活動を楽しむ全国ネットワーク 
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ス 
タ 
ッ 
フ 

レ 
ポ 
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第第第第

１１１１

回回回回

テ

ー

マ

テ

ー

マ

テ

ー

マ

テ

ー

マ

「「「「    

自

然

自

然

自

然

自

然

かかかか

らららら

もももも

ら

う

ら

う

ら

う

ら

う

遊遊遊遊

び

の

ヒ

ン

ト

び

の

ヒ

ン

ト

び

の

ヒ

ン

ト

び

の

ヒ

ン

ト    

」」」」

ぽ ･ ぽ ･ ら 広 場 で は 、 活 動 報 告 や お 知 ら せ な ど 様 々 な 内 容 を 紹 介 し ま す 。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第

２

回 

絶

滅

危

惧

種

カ

ワ

ガ

キ

再

生 

～

里

山

里

川

で

遊

ぶ

～ 

第

３

回 

婚

活

か

ら

見

る

社

会

課

題 

第

４

回 

地

方

創

生

と

人

づ

く

り 

各回のテーマ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時期 期限 届出先等 必要な手続き等 備考 

採用時 

(※１) 

最初に給与を支払う

時まで 

(税務署) 

その年の給与所得者の扶養控除申告書

を職員から集める 

給与支払者が保管する 

※１ 扶養親族に移動があったときも 

必要 

毎月 

支払い月の翌月 

10 日まで 

税務署 給与・報酬等の源泉所得税を納付する  

市役所・町役場税務担当 職員の住民税を納付する 特別徴収を選択した場合 

毎月末日まで 年金事務所 社会保険料を納付する  

事

業

年

度

終

了

後

 

2 か月以内 

税務署・県税事務所・ 

市役所・町役場税務担当 

法人税、法人住民税、法人事業税、 

地方法人特別税の申告・納付を行う 

法人税法上の収益事業を行っている

場合 

税務署 消費税の申告・納付を行う 

前々事業年度の課税売上げが、

1,000 万円を超えた場合 

3 か月以内 

 総会を開催する  

県庁・市役所・町役場

NPO担当 

事業報告書等を提出する  

作成後遅滞なく  貸借対照表を公告する(※２) 

定款に定めた方法にて 

※２ 本年９月末日までは引き続き「資

産の総額の変更の登記」が必要 

変更の効力発生から

2 週間以内 

法務局 理事の変更登記 

代表権を有する理事の登記事項に変

更があった場合(重任含む) 

4 月 期限は自治体による 

県税事務所 

市役所・町役場税務担当 

法人住民税の均等割の減免申請を行う 

法人税法上の収益事業を行っていな

い場合 

6 月 

6 月 1 日から 7 月

10 日まで 

労働基準監督署 労働保険料の申告・納付を行う  

7 月 

7 月 1 日から 7 月

10 日まで 

年金事務所 社会保険料の算定基礎届を提出する  

7 月10 日まで 税務署 

1～6 月支給分の給与・報酬等の源泉

所得税の納付を行う 

納期の特例(年２回)を選択している

場合 

12 月 

年末調整を行う時 

まで 

(税務署) 

その年の給与所得者の扶養控除申告書

の内容確認、保険料控除申告書を職員

から集める 

給与支払者が保管する 

年末調整後 (税務署) 必要に応じて還付／追加徴収を行う  

1 月 

その年の最初の給与

を支払う時まで 

(税務署) 

その年の給与所得者の扶養控除申告書

を職員から集める 

 

1 月20 日まで 税務署 

7～12 月支給分の給与・報酬等の源泉

所得税の納付を行う 

納期の特例(年2 回)を選択している

場合 

1 月末日まで 税務署 

給与所得の源泉徴収票を本人に渡す 

(※３) 

報酬等の支払調書を本人に渡す(※４) 

法定調書合計表を提出する 

※３ 給与の支払額が500 万円(職 

員)、150 万円(役員)を超える 

場合は、税務署にも提出 

※４ 報酬の支払額が5 万円を超える場

合は税務署にも提出 

1 月末日まで 市役所・町役場税務担当 固定資産税申告を行う 

1 月1 日時点で対象となる資産を所

有している場合 

1 月末日まで 市役所・町役場税務担当 給与支払報告書を提出する  

6666    

ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ法人マネジメントカレンダー法人マネジメントカレンダー法人マネジメントカレンダー法人マネジメントカレンダー    

一人から始められるボランティア活動も、活動が充実してくると、規模が拡大し、事務作業が増え、

有給スタッフが必要になったりと、組織のマネジメントが必要になってきます。事務マネジメントをお

ろそかにして、本来の活動に差し障りが出ては本末転倒です。 

ここでは、NPO 法人の運営カレンダーをもとに、日頃の事務作業を再確認してみましょう！ボラン

ティア団体の皆さんも参考にしてみませんか？ 

詳細または自団体が該当するかどうかは、該当項目の届出先窓口、または市民活動支援センター 

(ぽ・ぽ・ら等)まで、お問い合わせください。 

＜凡例＞ ①   ：雇用が発生したときに必要となります。②(税務署)：所管は税務署で、団体ごとに手続きが必要になります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開館時間 火～金 9:30～18:00 土日 9:30～17:00 

休 館 日 月曜日・祝日・年末年始・臨時休館 

駐 車 場 付帯駐車場７台(障害者等優先) 

     県庁地下駐車場(２時間まで無料、県庁閉館日を除く) 

     駐車券を事務室までお持ちください 

 

住  所 〒320-0032 

栃木県宇都宮市昭和 2 丁目 2 番 7 号 

TEL 028-623-3455 FAX 028-623-3465 

Mail popola@tochigi-vnpo.net 

 

Web サイト 

Blog 

Facebook 

管理運営団体 とちぎ協働デザインリーグ 

ぽ・ぽ・らマガジン vol.25 平成 30 年 1 月発行   とちぎボランティア NPO センター「ぽ・ぽ・ら」 

ぽ・ぽ・ら 基本情報 

 

 

１ 駐車場の利用制限 

・施設の周囲に仮囲いを設置しています。 

・利用できる駐車場は、原則として、障害者用車両２台(建物 

南側、屋根なし)のみです。(※駐輪場に変更はありません) 

・足場等の組立て・解体の際には、大型車両乗り入れのため、 

駐車場の利用ができませんので、ご了承ください。 

 

２ 工事による騒音等 

・外壁を改修する箇所では、騒音や振動等が発生する場合が 

あります。 

 

■編集後記■ 本年最初の「ぽ・ぽ・ら」マガジンをお届けします。表紙の写真は、昨年の夏、那須

塩原市のＭＯＤＯ工房において実施した「テーマ別ミニサロン」の一コマです。自然に囲まれ

た工房において講師のリードで手を動かすと、初めて出会った人同士でも、構えることなく会

話が弾みました。ボランティアや社会貢献活動、協働の場においても、みんなで一緒に活動す

ることの楽しさや、自分が汗を流すことの心地よさを実感することが大切ですね。 

 栃木県では、県民誰もがそれぞれの能力を十分に発揮

しながら、地域づくりの担い手として活躍することがで

きるよう、平成 28 年度から、「輝くとちぎの人づくり

推進基金」を設置しています。皆様から寄せられた寄附

金をもとに、地域づくりの担い手育成や地域課題解決の

ための活動支援、様々な立場にある県民の皆様が能力を

発揮できる環境づくりなどが進められます。 

 基金へのご協力をぜひよろしくお願いします。 

（平成 28 年度寄附額 1,030,210 円） 

とちぎボランティアＮＰＯセンター

「ぽ・ぽ・ら」では、平成 30 年 3 月下旬

まで外壁改修工事を実施します。 

工事期間中は、騒音・振動等が発生する

場合や、一部施設の利用を制限させていた

だく場合がありますので、ご理解とご協力

をお願いします。駐車場をご利用の際は、

栃木県庁地下駐車場をご利用ください。(２

時間まで無料、県庁閉館日を除く) 

詳しい内容は、ぽ・ぽ・ら事務局までお

問い合わせください。 

 

 

 

栃木県に対して寄附を行った場

合、寄附金のうち２千円を超える部

分について、一定の限度額まで住民

税と所得税の軽減(寄附金控除)を受け

ることができます。 

※法人の場合、寄附の金額を 

損金算入することができます。 

寄附に伴う税寄附に伴う税寄附に伴う税寄附に伴う税の軽減の軽減の軽減の軽減についてについてについてについて    

((((ふるさと納税制度ふるさと納税制度ふるさと納税制度ふるさと納税制度)))) 

詳細は、ホームページをご参照ください。 

輝くとちぎの人づくり推進基金 

https://www.tochigi-vnpo.net/ 

http://blog.canpan.info/popola/ 

https://www.facebook.com/popola.tochigi/ 

工事工事工事工事による影響による影響による影響による影響    


